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熱中症予防のために
厚生労働省

　「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけでなく室内で何もしていないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。

　熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、周囲にも気を配り、熱中症による健康被害を防ぎましょう。
熱中症の症状

　○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り

　　気分が悪い。

　○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、

いつもと様子がちがう。

そのためには、暑さを避ける、こまめに水分を補給することが大切です。
また高齢者の方は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下しています。暑さに対するからだの調整機能も低下しているので注意が必要です。

　さくら荘でも熱中症予防のため、扇風機やエアコンで温度を調整したり、水分補給をこまめに行っています。

　しかし、暑さの感じ方は人によって異なり、風を感じると「寒い、寒い。」と衣類を着こんでしまう方もいらっしゃいます。水分をなかなかとって頂けない方も多くいらっしゃいます。
　そこで、ご面会の時に、お話をしながら少しでも水分を取って頂けると助かります。こまめな水分補給のためのご協力をお願いいたします。（職員に声をかけて頂ければ、すぐに準備いたします。）
五月の出来事（報告）
★初夏のコンサート　（五月二十四日）
　当日は、初夏のさわやかな陽気。二階のフロアにみなさんに集まって頂きました。家族会のみなさんも、四階で家族会を終えての参加です。
　司会の先生も、クラリネット演奏者さん、ヴァイオリン演奏者さん、ピアノ演奏者さんもすてきなドレスで登場。ゴージャスな雰囲気で開演です。

　第一部では、クラッシック、映画音楽、ジャズの演奏。

　第二部では、懐かしの名曲の演奏に合わせて歌を歌ったあり、曲あてクイズを楽しみました。

　リクエストタイムでは、Ｙさんからは♪エリーゼのために、Ｈさんから♪ドナウ川のさざ波、♪ボレロのリクエストの演奏がありました。
全身を使っての演奏だから、聴く人の全身も気持ち良くなるんですね。

Ｓさんはいつもの♪矢切りの渡しのリクエスト。気持ちよく独唱されていました。
　終わりは♪ふるさとの大合唱。気持ちよかったです。
退所のお知らせ　　　　　　　　　Ｓ・Ｍ　さん
Ｓさんは、さくら荘で一年半程を過ごされました。
食欲旺盛で、左手で持つ食器も食べてしまうのではと心配するほどでしたが、何回か入退院を経て、お食事をとることができなくなり、長期の入院をされることになりました。
また、ご長男さんには家族会に参加、その後の「ホーム喫茶」のお手伝いを頂きました。この場をかりてお礼申し上げます。ありがとうございました。お元気で！
入所のお知らせ　　　　　　　　　Ｋ・Ｙ　さん
Ｋさんは、七十二才。ご自宅から入所されました。

身体がかたくなりやすく、ご自分で食事をとるのが難しいため、お手伝いをします。「美味しい、美味しい。」と、お口はとても元気で、喜んで頂いているので、こちらも嬉しくなります。

「初夏のコンサート」に参加され、大きな声を出して歌っておられました。これからも一緒に楽しい時間を過ごしましょうね。どうぞ、よろしくお願いいたします。
入所のお知らせ　　　　　　　　　Ｋ・Ｔ　さん
Ｋさんは、七十九才。ご自宅から入所されました。

　デイサービスやショートステイ等を利用されていましたので集団生活には慣れておられますが、今までとはちょっと違うと、少しホームシック中です。
　でも先日の「ホーム喫茶」では「静岡の生まれです。名物はお茶です。」と自己紹介してくださっていました。

　ゆっくりと慣れて頂ければと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　Ｉ・Ｔ　さん
Ｉさんは、八十一才。ご自宅から入所されました。

　Ｉさんは若いころ「岡晴夫のおっかけ」、定年後はアコーディオンで老人ホームの慰問等をしていたと、奥様から教えていただきました。
　入所されてすぐの「ホーム喫茶」では、みなさんからのお誕生のお祝いと、先生のピアノ演奏で岡晴夫の代表曲♪あこがれのハワイ航路を、みなさんで唄ってプレゼントをしました。すると涙と鼻水でお顔がくしゃくしゃ！これでもうさくら荘の一員です。どうぞ、よろしくお願いいたします。

先月の家族会（定例会）から　（五月二十四日）

1 施設から（四、五月の出来事）

・予定変更が生じた時に、若い職員達が協力しあって、楽しいゲーム大会を開催してくれました。若い力に、乞うご期待！

2 家族会から

～初めて参加のご家族への自己紹介を通して～
●私が仕事の間、認知症が進んだ母を一人で留守番させるよりもと思って、特養の申請をしました。いざ順番がくると迷ってしまい、入所してからも、娘としていいのだろうかと迷っている最中です。

○私もそうでした。私は長男の嫁という立場でしたから、親戚達にどう思われているかと思いますが、笑顔で過ごしてくれている。その笑顔を写メで送ると親戚たちも喜んでくれています。

○自分は長男です。体力が落ちて、心身が変化しているけれど、ここにいるから元気なのだと思います。自宅ではこうは出来ない。だから家族としてできる応援をしていきましょう。
★お知らせ　六月二十八日（土）


・家族会定例会　午後一時三十分～　二階フロア


　　～多くのご家族の方の参加をお待ちしています。～








